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完全予約制です。♥

◎安心安全の
マル適マークの

相談室

No.334 むなかたタウンプレス 平成29年2月15日 （2）

市では、市の広報紙、ホームページに掲載する広告を募集しています。詳しくは、秘書政策課広報報道担当☎0940（36）1055まで

　
昨
年
12
月
10
日
、「
第
２
回
東
京

宗
像
会
」
へ
出
席
し
ま
し
た
。
東

京
宗
像
会
は
、
東
京
か
ら
宗
像
市

を
応
援
す
る
た
め
、
有
志
が
発
足

さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
「『
神
宿
る
島
』
宗

像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
の

世
界
遺
産
登
録
や
「
宗
像
国
際
環

境
１
０
０
人
会
議
」
を
応
援
し

て
い
た
だ
い
た
方
、
福
岡
県
に

ゆ
か
り
の
あ
る
東
京
在
住

の
方
々
で
構
成
さ
れ
て
い

て
、
現
在
１
０
０
人
以
上

の
会
員
が
い
ま
す
。

　
会
で
は
、
役
員
選
任
や

講
演
会
が
行
わ
れ
、
役
員

選
任
で
は
、
名
誉
会
長
に

安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣

夫
人
の
安
倍
昭
恵
さ
ん
、

会
長
に
三
菱
商
事
株
式
会

社
常
任
監
査
役
の
鍋
島
英

幸
さ
ん
が
選
任
さ
れ
、２
人
に
は
、

私
か
ら
「
む
な
か
た
応
援
大
使
」

の
任
命
を
行
い
ま
し
た
。

　
安
倍
昭
恵
さ
ん
は
、
総
理
の
先

祖
で
あ
る
安
倍
宗
任
の
墓
が
大
島

に
祭
ら
れ
て
い
る
縁
も
あ
り
、
快

く
引
き
受
け
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　
懇
談
会
で
は
、「『
神
宿
る
島
』

宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」

世
界
遺
産
応
援
大
使
で
歌
手
の
森

口
博
子
さ
ん
や
福
岡
出
身
の
女

優
、白
都
真
理
さ
ん
も
参
加
さ
れ
、

宗
像
市
の
話
で
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
支
援
の
輪
が
広

が
っ
て
い
き
、
宗
像
の
応
援
団
が

増
え
て
い
く
こ
と
は
大
変
心
強
い

限
り
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
秘
書
政
策
課
秘
書
担
当

☎
（
36
）
０
８
９
０

行政・学びの里

　
県
・
福
津
市
・
宗
像
市
な
ど

で
構
成
さ
れ
る
「
宗
像
・
沖
ノ

島
と
関
連
遺
産
群
」
世
界
遺
産

推
進
会
議
で
は
、
世
界
文
化
遺

産
登
録
を
目
指
す
本
遺
産
群
の

価
値
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
い
、
後
世
に
守
り

伝
え
る
た
め
、
第
２

回
と
な
る
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
を
開
催
。

受
け
継
が
れ
て
き
た

歴
史
や
伝
統
、文
化
、

ま
た
、
こ
れ
ら
を
包

み
込
む
美
し
い
暮
ら

し
の
風
景
の
写
真
を

募
集
し
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト

で
は
、
県
内
外
か
ら

『「
神
宿
る
島
」宗
像
・
沖
ノ
島
と

関
連
遺
産
群
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
』

入
賞
作
品
決
定
！ 

第97回

ふるさとから

世界遺産を!

「神宿る島」「神宿る島」

連
遺
産
群

宗像 ･ 沖ノ島と関宗像 ･ 沖ノ島と関
連
遺
産
群

最優秀作品「宗像大社辺津宮」

【
計
画
名
】

　
宗
像
市
人
権
教
育
・
啓
発
基

本
計
画
（
案
）

【
内
容
・
ポ
イ
ン
ト
】

①
「
宗
像
市
人
権
を
尊
重
す
る
都

市
宣
言
」
の
具
現
化
を
図
る

②
人
権
の
尊
重
さ
れ
た
ま
ち
づ

　

市
で
は
同
計
画（
案
）に
、広
く
市
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

た
め
、市
民
意
見
提
出
手
続（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
）を
実

施
し
ま
す
。寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
必
要
に
応
じ
、同
計
画
に
反

映
し
ま
す
。そ
の
結
果
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま

す（
氏
名
な
ど
の
個
人
情
報
は
非
公
開
）。

�

■
問
い
合
わ
せ
先　

人
権
対
策
課　

☎（
36
）１
２
７
０

み
な
さ
ん
の
意
見
を
反
映

パ
ブ
リ
ッ
ク
・コ
メ
ン
ト

パ
ブ
リ
ッ
ク
・コ
メ
ン
ト

く
り
に
役
立
て
る

③
市
民
の
人
権
を
尊
重
す
る
生

活
を
支
援
す
る
こ
と
に
役
立

て
る

【
意
見
提
出
期
間
】

　
２
月
15
日
（
水
）
～
３
月
17

日
（
金
）

【
閲
覧
場
所
】

　
人
権
対
策
課
（
北
館
２
階
）、

情
報
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
本
館

１
階
）、
大
島
行
政
セ
ン
タ
ー
、

宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
図
書
館
、
各

コ
ミ
セ
ン
、
メ
イ
ト
ム
宗
像
、

市
ＨＰhttp://w

w
w
.city.

m
unakata.lg.jp/

→
「
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
」
→
「
募

集
中
の
案
件
」

＊
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
メ
イ
ト
ム

宗
像
で
は
資
料
の
貸
し
出
し

も
可

【
提
出
要
件
】

　
市
民
か
、
市
に
通
勤
・
通
学

す
る
人
、
事
業
所
な
ど
を
持
つ

人
、
計
画
案
に
利
害
関
係
が
あ

る
人

【
意
見
提
出
方
法
】

　
①
住
所
②
氏
名
③
電
話
番
号

④
市
外
の
人
は
通
勤
先
な
ど
市

と
の
関
係
や
利
害
関
係
の
有
無

を
明
記
（
様
式
は
自
由
）
し
て

▽
郵
送
＝
〒
８
１
１
・
３
４ 

９
２
／
住
所
不
要
／
人
権
対

策
課
あ
て

▽
ＨＰ（
前
述
）

▽
FAX（
36
）
０
３
２
０

▽
メール jinken@

city.m
una�

kata.fukuoka.jp

＊	

計
画
と
関
わ
り
が
な
い
も
の
、

意
見
提
出
で
氏
名
な
ど
必
要

事
項
の
記
載
が
な
い
も
の
、

第
三
者
の
正
当
な
権
利
を
侵

害
す
る
意
見
な
ど
は
、
こ
の

手
続
き
を
適
用
し
な
か
っ
た

り
、
公
表
を
し
な
か
っ
た
り

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

＊
個
別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん

「むなかた応援大使」の任命を行いました

時間 内　　　容

13:30

〜

14:00

第一部　基調講演「郊外型住宅団地の再生について」
～日の里がめざす持続可能な地域再生へ向けて～
／志賀勉さん（九州大学大学院人間環境学研究院都市・建築学部門准教授）

14:00

〜

15:00

第二部　事例発表
▽「人力団地リノベーション」
　／高堂大輔さん（ＮＰＯ法人改革プロジェクト）
▽「日の里における住み替えの可能性」
　／安賾（あん・さく）さん（九州大学大学院芸術工学府修士２年）
▽「住民主体のシビックエコノミーの企画展開」
　／新津裕隆さん（九州大学大学院統合新領域学府修士２年）
▽「住宅団地内における空地所有者の土地利活用傾向に
　関する調査分析」／淀李江（よど・りえ）さん
　（九州工業大学工学部建設社会工学科４年）

15:00

〜

16:00

第三部　パネルディスカッション「日の里の持続可能なまちづくり」
▽牧敦司さん（醇〈じゅん〉建築まちづくり研究所代表取締役所長）
▽柴田建さん（九州大学大学院芸術工学研究院都市・建築学部門助教）
▽藤原寛典さん（積水ハウス株式会社技術部技術企画グループ課長）
▽高堂大輔さん　▽新津裕隆さん

　九州を代表する大規模住宅団地「日の里」は、高度成長期の住宅需要に応え、
市の発展に重要な役割を担ってきました。一戸建て住宅の宅地面積が平均100坪
以上という全国的にもあまり例のないゆったりとした区画が特徴です。現在、日
の里では、少子高齢化や空き家の増加など、さまざまな課題があり、既存住宅の
利活用や住み替えの促進、まちのにぎわいづくりなど、団地再生まちづくりの取
り組みが求められています。今回のシンポジウムでは、一戸建て住宅を中心に形
成された郊外型住宅団地の今後の在り方や、持続可能な団地再生まちづくりに焦
点を当て、日の里の団地再生を考えます。入場無料。
●日時　３月12日（日）13：30〜16：00
●場所　CoCokaraひのさと（東郷駅日の里口すぐ）
＊来場時は公共交通機関の利用を。日の里に在住の人は、西鉄バス「日の里線」
が便利です

●定員　先着120人
■問い合わせ先　秘書政策課定住化推進担当　☎（36）1284

78
点
の
応
募
が
あ
り
、
厳
正
な

審
査
の
結
果
、最
優
秀
作
品
は
、

木
下
さ
ん
（
福
岡
市
在
住
）
撮

影
の
、
朝
日
が
宗
像
大
社
辺
津

宮
の
神
門
を
神
秘
的
に
照
ら
し

出
し
た
作
品
「
宗
像
大
社
辺
津

宮
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

＊
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
は
、

九
州
国
立
博
物
館
・
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
２
月
19
日

（
日
）
ま
で
展
示
し
て
い
ま

す
■
問
い
合
わ
せ
先

　
世
界
遺
産
登
録
推
進
室

☎
（
36
）
９
４
５
６

日の里の持続可能なまちづくりに向けて

団地再生シンポジウム

宗
像
市
人
権
教
育
・
啓
発
基
本
計
画（
案
）


